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1　は　じ　め　に

大豆の単収は稲や麦等の他作物に比較して低く，収量性

の向上が強く望まれている。本報では，収量性改善の一助

とするため，多様な環境での生育量の変動が収量に及ぼす

影響を検討した。

2　試　験　方　法

東北地域の代表的品種である「スズカリ」と「スズユタ

カ」について，奨励品種決定調査及び東北農業試験場刈和

野試験地の生産力検定試験のそれぞれの累年成績を用いて，

収量と生育量との関係を解析した。「スズカリ」について

は奨励品種に採用されている青森県と岩手県及び刈和野試

験地の成績．合計144点，「スズユタカ」については奨励品

種に採用されている宮城県，秋田県，山形県，福島県及び

刈和野試験地の成績，合計287点を扱った。なお，できる

限り多様な環境での生育を比較するため，標播のはか，晩

播や極晩橋の成績も扱うこととした。なお，生育量の指標

として茎重（全重一子実意，爽皮垂を含む）を用いた。

3　試験結果及び考察

解析に用いた子実重と茎重の成績を，場所別の累年成績

平均により表1に示した。これら平均値（短／a）に基づ

き子実重及び茎垂の変動をみると，「スズカリ」では，子

実垂が23．7（刈和野試験地，晩播）～43．1（青森農試）で

あり，茎重が16．9（刈和野試験地，晩播）～43．1（岩手農

試県南分場）であった。他方，「スズユタカ」では．子実

垂が17．3（宮城県農業センター，晩播）～41．0（福島農試

会津支場）であり，茎垂が17．9（刈和野試験地，晩播）～

50．5（福島農試会津支場）であった。

これら変動において茎重が子実垂に及ぼす影響を明らか

にするため．「スズカリ」で144点，「スズユタカ」で287点

表1解析に用いた奨励品種決定調査の試験場所と試験年数及び場所別累年成碕平均
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平　　均 31．5　　　32．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．8　　　31．9

往．刈和野試験地における（普）は普通畑，（転）は転換畑の成績である。
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の成績を用いて回帰分析を行った（図1）。その結果，回

帰直線の当てはまりは対数変換後の茎重に対してよく，同
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図1「スズカリ」及び「スズユタカ」における

子実垂（y，厄／a）と茎垂（Ⅹ）との関係

注．スズカリ：y＝13．OLn（X）L12．9．R2＝0．30

スズユタカ：y＝15．6Ln（Ⅹ）一22．4，R2＝0．47

変数により「スズカリ」で30％，「スズユタカ」で47％，

それぞれ子実重の変動が説明された。したがって，子実重

は茎重に強く規制されており，増収を図るには生育量の確

保が重要と言える。とりわけ，茎垂の小さい環境では，茎

重の増加に伴う子実重の増加程度が大きいことから（図1），

生育量の増大により増収を図ることが効率的と考えられる。

一方，茎重が大きい環境では，茎垂の増加による子実垂の

増加程度が相対的に小さくなること（図1），また，過繁

茂や倒伏による障害が懸念されることから，こうした環境

で一層の増収を図るには，生育量と同時に，着英率や拉大

等の生殖生長を促進して生産効率を高めることが大切にな

ると思われる。

4　ま　と　め

大豆品種「スズカリ」と「スズユタカ」について，奨励

品種決定調査の累年成績を用いて，子実重と茎重の関係を

検討した。子実垂の茎垂に対する回帰分析の結果，「スズ

カリ」で30％，「スズユタカ」で47％，それぞれ子実垂の

変動が説明され，収量性の改善には生育量の確保が重要で

あることが確認された。
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